
1月の

おすすめ本

社会学者と漫画家の対談形式で

フェミニズムについてわかりやすく

学ぶことができる一冊です。

フェミニストとして＃KuToo運動など

様々な活動をしている著者が、自身の

日常生活とフェミニズムについて記した

エッセイです。

『おれは女の子だ』
【分類 6108/ﾎ】

本田久作/作 市居みか/絵

2021年 ポプラ社

＊福島県男女共生センター３階図書室＊

『日本のフェミニズム

150年の人と思想』
【分類 1101/ｲ】

井上輝子/著

2021年 有斐閣

『はじめての西洋ジェンダー史

家族史から

グローバル・ヒストリーまで』
【分類 1103/ﾕ】

弓削尚子/著

2021年 山川出版社

フェミニズムを

学ぶ

ヨーロッパ諸国を対象に歴史学の変化を

辿り、ジェンダーの視点から各分野の歴史を

学ぶことができる入門書です。

『上野先生、

フェミニズムについて

ゼロから教えてください！』
【分類 1101/ｳ】

上野千鶴子/著 田房永子/著

2020年 大和書房

明治維新後の日本のフェミニズムの

歴史についての解説書です。女性学研究の

先駆者である著者の遺稿です。

『もう空気なんて読まない』
【分類 1101/ｲ】

石川優実/著

2021年 河出書房新社

ピンク色が好きということをからかわれ、

思わず「俺は女の子だ」と宣言した

小学三年生の男の子が、クラスメートとの

やりとりを通じ、成長していく物語です。


